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蒸気土壌消毒による効果的な土壌病害虫防除法 
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図１　キュウリのネコブセンチュウに対する
     蒸気消毒の防除効果

※　数字が大きいほど被害程度が高いこ  

図３　土壌含水率の違いによる最高到達温度
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図４　土壌気相割合の違いによる最高到達温度
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臭化メチル代替対策として、キュウリ

のネコブセンチュウに対する蒸気土壌消

毒の効果について調べた結果、慣行の処

理法（地表下 20cm が 60℃に達した時点で

蒸気注入を停止）では防除効果は不十分

でした（図 1）。下層部の温度が線虫の死

滅温度に達していないものと思われ、他

の土壌病害に対しても防除効果が不安定

となることが考えられました。 

 そこで、効果的な蒸気土壌消毒の処理

条件を調べました。その結果、気相の割

合が高く、含水率が 20～25％程度の土壌

で地温が上昇しやすいことがわかりまし

た（図 3,4）。ケイントップなどの粗大有

機物を投入して気相割合を高めたり、高

畦にして蒸気と接する土壌の表面積を大

きくしたりすることで、地温が上昇しや

すくなり、防除効果の安定化が図られま

す。 
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図２ 蒸気土壌消毒時の様子 


